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地蔵橋子安地蔵尊
所在：小将町
 1－15
種類：石仏
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：50㎝
参拝：可

浄住寺は鎌倉時代に小坂荘
山崎村に創建され、藩政期
に旧高儀町（現 長土塀2・3
丁目）に移転したが、門前に
あった地蔵尊のみが現在の
小将町に残る。何事でも祈願
すれば成就し、庶民の信仰を
集めたと伝わる。

B4

名号塔
所在：安楽寺
種類：名号塔
建立年：寛文13
 （1673）
石材：赤戸室
高さ：164㎝
参拝：可

山門脇に建つ。正面に「南無
阿弥陀佛」、左面に「寛文十三
年七月十五日祐藤□□敬白」
と刻む。当寺は脇田家菩提寺
で、代々の墓がある。左側に

D5 福徳地蔵尊
所在：宝円寺
種類：石仏
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：46㎝
参拝：可

藩士富永家の屋敷（香林坊の
一画）にあったが、昭和63年
当地に移転。富永家が供養と
福徳祈願のため設置したも
のであるが、建立年代は不
詳。富永家は禄2,000石を拝
領、改作奉行等を歴任。

E6

｢禁絶葷酒入山｣石柱
所在：如来寺
種類：標石
建立年：寛延元
 （1748）
石材：赤戸室
高さ：183㎝
参拝：可

山門前に建つ。正面に｢禁絶
葷酒入山門｣と刻む。匂いの

クニンニやラニ（ 物食い強
など）と酒を飲食したものの
山門の出入りを許さない、
という意味。背面に｢寛延元
年辰歳初冬 龍寶山如来寺
十三世仰誉代｣と刻む。

I9

水府義勇塚
所在：棟岳寺
種類：慰霊碑
建立年：明治５
 （1872）
石材：笏谷石
高さ：170㎝
参拝：可

元冶元年（1864）に起きた水
戸藩尊皇攘夷派志士による
｢天狗党の乱｣で幕府側に処
刑された水戸浪士、武田耕
雲斎らの慰霊碑。明治5年
（1872）に永原甚七郎が自費
で建立した。

G5

子安地蔵尊
所在：高源院
種類：石仏
建立年：文政13
 （1830）
石材：凝灰岩
高さ：94㎝
参拝：可

高源院前の地蔵堂内右端に
半跏座の地蔵尊が安置され
ている。台座に当院七世大圓
が文政13年に建立した銘文
が刻まれている。

E7

所在：椿原天満宮

建立年：嘉永5
 （1852）
石材：笏谷石
高さ：35㎝
参拝：可

菅原道真生誕950年の嘉永５
年４月に奉納された俳書の石

部に掛けてあり、45句と詠手
の雅号が刻まれる。右側に梅
樹が陽刻され、巻物風に設え
てあるのが珍しい。奉納年月
と落款の彫込みは朱で彩色。

E9

出世地蔵尊
所在：天徳院
種類：石仏
建立年：不明
石材：笏谷石
高さ：123㎝
参拝：可

六代藩主吉徳の側室真如院
の子が天徳院にお預け後、当
院に葬られ、墓地内に地蔵尊
を建立し菩提を弔った。昭
和27年、野田山に改葬された
時、地蔵尊は当院表側に移設
されたことから、｢出世地蔵｣
と名付けられた。

J9

献燈
所在：猿丸神社
種類：燈籠
 （神前型）
建立年：天保14
 （1843）
石材：赤戸室
高さ：270㎝
参拝：可

燈籠の正面に｢献燈｣、右側面
に｢天保十四葵卯／四月吉日
／油傳建立｣と刻まれてい
る。奉納者の油傳は当地笠
舞の旧家で氏子総代の村本
家一門と伝えられている。ま
た、拝殿前にも同年月に奉納
された燈籠が一対ある。

J5

｢不許葷酒入坐門｣石柱
所在：松山寺
種類：石柱
建立年：延享4
 （1747）
石材：赤戸室
高さ：182㎝
参拝：可

山門（薬医門）前の階段横に
あり｢不許葷酒入坐門｣（ニラ
や酒を飲食した者は門の中
に入ることを許さない）と大
きく刻まれ、背面には建立
年・建立者（松山寺十一世）・
石工名（六右衛門利成、越前
州敦賀）が刻まれている。

C4

奥村永福の墓
所在：永福寺
種類：供養塔
 （五輪塔）
建立年：寛永元
 （1624）
石材：凝灰岩
高さ：276㎝
参拝：不可

1541 ～ 1624。奥村永福は藩祖
利家の重臣、末森合戦で活躍
した武将。境内裏の崖面に並
ぶ7基の五輪塔のひとつ。｢祖
師西来意｣の文字と｢永福院殿
快心宗活居士｣の法名を刻む。
享年84。野田山にも墓がある。

D5

寺西秀澄の墓
所在：瑞雲寺
種類：墓塔
 （笠付方

柱型）
建立年：寛永18
 （1641）
石材：赤戸室
高さ：289㎝
参拝：可

寺西家は尾張国の出身。初代
当主秀澄は佐久間盛政に仕
え、天正10年（1582）に藩祖利
家に禄5,000石で仕えた。慶長
年間頃、能美郡千代の砦を守
護し、禄2,000石を加増され、
大坂両役にも出陣。その後隠
居し、宗乾と号す。

D6

久徳尚則の墓
所在：如来寺
種類：墓塔

建立年：明治11
 （1878）
石材：赤戸室
高さ：215㎝
参拝：可

久徳尚則（禄100石）は、十四代
藩主慶寧の近習で尊王攘夷論
を説く。｢禁門の変｣（元治元年
･1864）で藩の尊皇攘夷派が弾
圧された時、尚則は能登島に
流刑となる。妹の筆は慶寧の
側室となり前田家十五代当主
利嗣の生母となる。

I9

六地蔵尊
所在：棟岳寺
種類：石仏
建立年：正徳5～

宝暦6
 （1715～

1756）
石材：笏谷石
高さ：87～94㎝
参拝：可

堂内に六体の地蔵尊が安置
されている。それぞれ手に錫

連座台に立つ。正徳5年～宝
暦6年の紀年銘を刻むが、縁
起由来等は不明である。

G5

御影堂（右）と御髪堂（左）
所在：宝円寺

建立年：慶長4頃
 （1599）
石材：笏谷石
高さ：176㎝
参拝：可

豊臣秀吉亡き後、藩祖利家は
慶長４年、伏見城で徳川家康
と対面する際に自画像と頭
髪を埋めたと伝えられる。御
堂内には方柱状の碑（明治9
年再建）が納められている。
御堂の間に宝篋印塔がある。

E6

がっぱの神様
所在：椿原天満宮
種類：層塔型燈籠
建立年：文政10
 （1827）
石材：赤戸室、

青戸室
高さ：230㎝
参拝：可

頭にできた湿疹を当地で｢がっ
ぱ｣という。湿疹ができた子の
親はお参りし、治るとお礼にお
供え物をした。下位部は松竹梅
紋を刻む扉がある。中位部は火
袋で右面に月輪、左面に日窓を
開ける。露盤前面の梅鉢紋は陽
刻、他の三面は陰刻。

F9

下馬地蔵尊
所在：石引
 3丁目
種類：石仏
建立年：文禄年間
石材：赤戸室
高さ：96㎝
参拝：可

正面中央に地蔵立像を半肉彫
りする。文禄元年頃に始まる戸
室山からの石曳きの安全を祈
願して建立されたと伝わる。元
和9年（1623）、天徳院建立以降、
地蔵堂の所を｢下馬｣と称し、馬
での参拝者はここで降りなけ
ればならなかった。

I8

不動明王坐像
所在：猿丸神社
種類：石祠、
 石仏
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：45㎝
参拝：可

鳥居前の石祠内に安置。いつ
頃、誰による奉納かは不明。神
社の言い伝えでは、目を患った
女性がこの辺りに流れる湧水
で目を洗ったところ、治癒した
ので不動明王を寄進したとさ
れる。この像前に文久三年の銘
が刻まれた花立がある。

J5

横山家の墓所
所在：松山寺
種類：墓塔（宝

篋印塔）
建立年：寛永15
 （1638）
石材：笏谷石
高さ：110㎝
参拝：要許可

当寺は加賀八家横山家の菩
提寺。墓所に宝篋印塔三基
が並んで建つ。中央には｢無
量院殿｣（二代長知室）と、向
かって左側には｢陽山春永居
士｣（二代長知子か）の法名を
刻む。野田山墓地に埋葬され
ていない室・子などの墓所。

C4

大工弥三郎の碑
所在：馬坂
種類：石碑
建立年：天保9
 （1838）
石材：砂岩
高さ：160㎝
参拝：可

江戸後期、天神町発生の火災が
神社に延焼した時、大火傷を負
いながら御神体を持出した大
工弥三郎の行動を称えた碑。碑
面中央に｢南無阿弥陀佛｣、右脇
に｢天保九年　俗名大工弥三
郎｣、左脇に｢四月建立　天神町
馬坂前田｣の名を刻む。

D7

身の丈地蔵尊
所在：善行寺
種類：石仏
建立年：安永4
 （1775）
石材：赤戸室
高さ：220cm
参拝：可

境内に安置されているが旧
位置は100ｍ離れた火葬場に
所在した。背面に刻む安永４
年の紀年銘は風化している。
｢身の丈｣の由来は大きな人
が立てば大きく、小さな人が
立てば小さくなるからとい
う説や等身大説など様々。

E10

上坂平兵衛の墓
所在：如来寺
種類：墓塔
 （五輪塔）
建立年：宝暦3
 （1702）
石材：赤戸室
高さ：210㎝
参拝：可

上坂家は越前国の浪人、村田
両左衞門に始まる。享保年間
に加賀藩に仕え、禄3,000石と
なり、上坂平兵衛と称す。平
兵衛の妹は六代藩主吉徳の
側室（七代藩主宗辰生母）と
なる。歴代当主と室等の墓塔
が24基並び立つ。

I9

吉田長淑の墓
所在：棟岳寺
種類：墓塔
 （方柱型）
建立年：文政7
 （1824）
石材：笏谷石
高さ：130㎝
参拝：可

吉田長淑（1779 ～ 1824）は加
賀藩が江戸で登用した我国
初の蘭方内科医。文政７年、
金沢で麻疹を発症した十二
代藩主斉広の治療の為、金沢
へ急行するも無理と過労が
重なり到着後まもなく没す。
享年46。

G5 江間氏先祖累代墓
所在：棟岳寺
種類：供養塔
 （方柱型）
建立年：天保12
 （1841）
石材：笏谷石
高さ：239㎝
参拝：可

江間氏はもと越前朝倉氏の家
臣井上三左衛門の子江間隼人
に始まる。隼人の子竹林坊が
藩祖利家に仕え、竹林坊の子
口安が歯医師となる。墓は口
安の弟の系譜を引き、藩主の
御典医となり、300石を禄し
た篁斎などが葬られている。

H5

俵屋宗達の墓
所在：宝円寺
種類：墓塔
 （五輪塔）
建立年：寛永20
 （1643）
石材：凝灰岩
高さ：232㎝
参拝：可

生没年不詳、江戸前期の画
家。宗達光琳派の祖。大正2
年、墓地内に五輪塔が発見さ
れ、過去帳から画家田原屋の
条に合致し、判明。宗達の弟
か弟子ともいわれる宗雪は
三代藩主利常の御用絵師と
して活躍している。

D5

狛犬
所在：椿原天満宮
種類：狛犬
建立年：安政6
 （1859）
石材：赤戸室
高さ：250㎝
参拝：可

安政6年に奉納。作者は石工松
田七左衛門。狛犬は獅子に似た
想像上の獣、魔除けのために社
殿の前等に一対で据え置かれ
た。藩政期の逆立ち狛犬は珍し
く、作者の遊び心が伝わる。こ
の形態は明治期以降よく造ら
れた。

E9

九世供養塔
所在：波着寺
種類：供養塔
 （宝篋印

塔）
建立年：寛政3
 （1791）
石材：笏谷石
高さ：320㎝
参拝：可

当寺は泰澄大師が白山の本
地仏として観音を安置した
のが始まり。越前府中時代の
藩祖利家が祈願所とし、金沢
入城後、元和5年（1619）に現
在地に移る。宝篋印塔は当寺
九世（□圓大和尚）の百日供
養のために建立した。

H7

笠舞地蔵尊
所在：笠舞2丁

目21-10
種類：石仏
建立年：天保8
 （1837）
石材：笏谷石
高さ：200㎝
参拝：可

石堂内に地蔵坐像が7体並
ぶ。寛文10年（1670）五代藩主
綱紀は飢饉難民を収容する
施設（お救い小屋）を笠舞の
地に設置。天保8年、この地
で亡くなった人々を供養す
るために地蔵尊を造立し、堂
に安置した。石工は琢磨。

K7

十二代藩主子墓の地蔵群
所在：宝円寺
種類：石仏
建立年：文政8
 （1825）
石材：凝灰岩
高さ：154㎝
参拝：可

藩主前田家宝円寺墓所には
藩主側室墓４基と夭折した
子女墓4基がある。十二代藩
主斉広の子他亀次郎（9歳没）
の墳墓正面に地蔵尊8体があ
る。いずれも胸前で合掌した
立像で、内2体には光背があ
る。

D6

真如院の墓
所在：経王寺
種類：墓塔
 （笠付位

建立年：寛延2
 （1749）
石材：笏谷石
高さ：140 ㎝
参拝：可

真如院は六代藩主吉徳の寵
愛を受けた側室であったが、
吉徳没後八代藩主重熙の暗
殺計画の嫌疑をかけられ捕
縛された。世にいう｢加賀騒
動｣の渦中の一人で、金谷御
殿に幽閉された。享年43。

H9

横向き地蔵尊
所在：真行寺
種類：石仏
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：約70㎝
参拝：可

藩政時代刑場に引かれる罪
人が一本松の橋西詰に建つ
地蔵に顔を向け、それを悼
んで遺族が横向きの地蔵を
造り橋詰に安置したという。
明治41年には他の地蔵2体と
共に真行寺地蔵堂に合祀し
た。

H5

俳人櫻井梅室の墓
所在：慶覚寺
種類：墓塔

建立年：嘉永5
 （1852）
石材：笏谷石
高さ：149㎝
参拝：可

櫻井梅室は明和6年（1769）金
沢で生まれた。天保の三大俳
人、門人は五十余国に及ぶ。
嘉永4年（1851）に｢花之本宗
匠｣の称号を得た。京都で亡
くなり、分骨され当寺に墓を
建立する。享年84。

H1

子安地蔵尊
所在：鶴林寺
種類：石仏
建立年：文化・文

政期
石材：凝灰岩
高さ：155㎝
参拝：可

当寺は大智禅師を開山とし

藩主利常の代に鶴林寺と改
め、現在地に移転、藩主前田家
の祈願所となる。地蔵として
は類例のない精緻な造りで、
十二代藩主斉広室真龍院と奥
女中達が寄進したと伝わる。

D5

馬坂不動尊
所在：高源院
種類：石仏
建立年：不明
石材：凝灰岩
高さ：46㎝
参拝：可

小立野から天神町に下る急
坂の途中にあるお堂に不動
明王を祀る。堂中央にある竜
頭から滴り落ちる湧水で目
を洗えば、眼病に御利益があ
るという言い伝えがある。堂
内に小ぶりの石造不動明王
が置かれている。

D7

手水鉢
所在：椿原天満宮
種類：手水鉢
建立年：明和5
 （1768）
石材：赤戸室
高さ：45㎝
参拝：可

椿原神社にある最古の石造
物。手水鉢正面に｢明和五年 
奉納 四月吉日｣と刻む。右手
の龍頭から一筋の水が中央
にある受鉢に流れ落ちる構
造は、精巧な作りである。

E9

四代藩主墓燈籠群
所在：天徳院
種類：燈籠
 （御間型）
建立年：正保2
 （1645）
石材：赤戸室
高さ：213㎝
参拝：可

境内に17基ある燈籠は、四代
藩主光高墓の参道に設置さ
れていたものの一部である。
昭和27年藩主前田家墓地が
野田山に改葬されたとき、
29基の燈籠が移設されたが、
他に尾山神社へも2基移設さ
れている。

J9

赤座吉家の墓
所在：棟岳寺
種類：墓塔

建立年：慶長11
 （1606）
石材：赤戸室
高さ：134㎝
参拝：可

赤 座 吉家（？～ 1606）は 初
め織田信長に仕えて越前南
条郡領主となる。慶長5年
（1600）の関ヶ原合戦の後に
領地を失うが、子の孝治が二
代藩主利長に仕え、禄7,000石
を賜る。三代藩主利常の時に
永原と改姓した。

G5

岡田隼人の墓
所在：経王寺
種類：供養塔
 （層塔）
建立年：寛永6
 （1629）
石材：笏谷石
高さ：380㎝
参拝：可

岡田隼人は織田信雄、豊臣秀
吉を経て、二代藩主利長に仕
え、禄4,000石を賜る。その後
三代藩主利常の生母｢寿福
院｣付となる。軸部には石像
が2体安置され、外面には蓮
花紋が陽刻される。

H9

八島龍介の墓
所在：真行寺
種類：墓塔
 （方柱型）
建立年：慶応３
 （1867）
石材：笏谷石
高さ：219cm
参拝：要許可

八島家は三代藩主利常に御
射手として禄100石で仕えた
権左衛門に始まる。龍介は分
家の系譜を引き、禄250石を

に属し、弓を教授した。

H5

お銀小金伝説の碑
所在：法然寺
種類：石碑

建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：68㎝
参拝：可

お銀という娘が継母にいじめ
殺されたが、継母の娘の小金は
仲の良かったお銀を助ける事
が出来ず嘆き悲しみ後を追っ
た。母は供養のために諸国巡礼
の旅に出たという、その伝説
の石碑である。なお、木像の小
金地蔵尊は本堂内に安置。

J1

三十三観音像
所在：宝円寺
種類：石仏
建立年：嘉永5
 （1852）
石材：凝灰岩
高さ：63㎝
参拝：可

十二代藩主室真龍院に仕え
た松之御殿等の女性達が
三十三観音石仏をもと当寺
にあった三洞庵に奉納した
もの。当時庵主であった微笑
と真龍院は親交が深く、堂左
横に建つ供養碑に奉納者名
を刻む。

E6

千秋順之助銘の燭台
所在：経王寺
種類：燭台
建立年：嘉永5
 （1852）
 万延元

（1860）
石材：笏谷石
高さ：76、82㎝
参拝：可

勤王派の千秋順之助は、分家
喜兵衛系７代宗助範為の次
男。後の十四代藩主慶寧の侍
読となるも、｢禁門の変｣（元
治元年･1864）で捕えられ切
腹した。千秋家累世之墓の前
にある2基の燭台は順之助が
生前に奉献したもの。

H9

永原甚七郎の墓
所在：棟岳寺
種類：墓塔
 （方柱型）
建立年：明治６
 （1873）
石材：笏谷石
高さ：169㎝
参拝：可

1813 ～ 1873。永原甚七郎は
｢天狗党の乱｣で監軍として
功をなす。幕府に乱の主謀者
などに対し穏便な処置を求
めたことで有名。享年60。墓
の隣には水戸藩士慰霊碑の
水府義勇塚がある。

G5

奉納燈籠
所在：石浦神社
種類：燈籠
 （神前型）
建立年：慶応4
 （1868）
石材：赤戸室
高さ：265㎝
参拝：可

基礎部を石垣積にした燈籠。
身部正面に｢國家安全　御武
運長久｣と刻む。幕末から明
治維新へと政治的に大きく
歴史が変遷する時、国家の安
全と武運長久を願って5名の
氏子が奉納したもの。

C1

金沢城 東側 エリア

❖墓所は故人が永遠の眠りについている場所です。静かに参拝しましょう。

沢城東側エリアは小立野寺院群とその周辺の寺院から
なる。寺院群内には戸室山から切り出した石材を運搬

するために整備された｢いし曳きの道｣が走り、これに沿って
藩主前田家の菩提寺である宝円寺や三代藩主利常正室・珠姫
の菩提寺である天徳院など前田家ゆかりの寺院が集められ
たといわれる。ここでは44点の石造物を紹介するが、墓塔類
が最も多く、次いで地蔵尊を中心とする石仏や燈籠がある。

主前田家に由来する石造物には、藩祖利家のものとさ
れる⑩御影堂と御髪堂や⑫十二代藩主斉広の子墓の

地蔵群、㉗四代藩主光高墓燈籠などがある。藩主前田家を支
えた側室たちに関連するものには、十二代藩主室に仕えた者
達が寄進した⑬三十三観音像、㉖六代藩主吉徳室の出身家
（上坂家）、六代藩主側室で加賀騒動に関わったとされる㉒真
如院の墓とその子の菩提を弔うために造られた㉘出世地蔵
尊などがある。

塔には、武家、文化人等が寺院に埋葬されている。加賀八
家の③横山家、⑥奥村家、上級武家の⑮寺西家、㉑岡田

家、38赤座家、中級武家の㉓千秋家、㉕久徳家、㉛八島家などそ
れぞれの菩提寺に墓地がある。また、幕末期の尊皇攘夷運動激
しき折に起きた｢天狗党の乱｣に関連する33永原甚七郎の墓や
34水府義勇塚、｢禁門の変｣に関連する㉓千秋順之助や㉕久徳尚
則らの墓などがある。学術文化人には、宗達琳派の祖⑪俵屋宗
達、日本最初の蘭学内科医36吉田長淑、藩主御典医37江間家、天
保の三大俳人の一人43櫻井梅室などがある。

仏には、地蔵尊、観音像、不動明王像がある。当該地区に
は多数の地蔵尊があるが、中でも鶴林寺の④子安地蔵は

美白の石材に流麗な衣の彫りは見事である。32横向き地蔵は直
視する地蔵が通例なのに対して横向きの姿勢は珍しい。

り貴重である。

造物の石材は、地元産の赤や青の戸室石（安山岩）、県外
産の越前笏谷石（凝灰岩）がよく使われている。他に数少

ないが卯辰山麓地区と同様に当地区でも西日本産とされる花
崗岩（御影石）が見られた。特に、金沢城東エリアの㉒今枝仁王
尊は由来と合致しており興味深い。
　中心市街地には実に様々な石造物がある。藩主前田家やそれ

動の渦中に巻き込まれた人達の墓塔や供養のための地蔵。加賀
における幕末尊皇攘夷の歴史に関わった家臣の墓塔や記念碑。
北陸の近世俳諧史上で活躍した人達の墓塔。庶民の篤い信仰心
や慰霊の祈りを込めて造られた地蔵群などがある。

沢城下町の中心部でもある本エリアには藩主前田家や
加賀藩の歴史が凝縮されており、古寺巡礼と併せて石造

物を訪ねてみると金沢の歴史の新たな発見があるだろう。
＊文中の番号は石造物の登録番号に一致

金 墓 石

金
石

藩



御神燈
所在：安江住吉 

神社
種類：燈籠
建立年：天明２
 （1782）
石材：花崗岩
高さ：260㎝
参拝：可

境内中央にある参道の両脇
に天明2年と文化2年（1805）
に奉納された２対の燈籠と、
1対の狛犬がある。大坂の北
前船の船主が航海の安全と
感謝を願い奉納した。当社は
大阪の住吉大社と関連があ
る。

B1

常夜燈
所在：恵光寺
種類：燈籠
 （神前型）
建立年：文政11
 （1828）
石材：赤戸室
高さ：330㎝
参拝：可

山門をくぐり、右手にある常
夜燈。奉納は加賀藩お抱え絵
師岸井家によるもの。右面に
4名の法名、左面に｢文政十一
年五月｣と年号を刻む。岸井
静斎は藩の歩士で、絵を森西
園に学び、後に岸駒・大雅の
画風を好んで描いた。

C8

石祠
所在：平岡野神社
種類：石祠、
 石仏
建立年：嘉永2
 （1849）
石材：笏谷石
高さ：60㎝
参拝：可

拝殿前の二つの石祠中に各1
体の小石仏（種類不明）あり。
祠左側面に｢嘉永二巳酉八月
造之｣と奉納年月を刻む。｢社
記古蹟｣に｢宝永参年参月、広
岡の神木は木曽義仲陣所の
松と称する。その根方に二体
小地蔵あり｣と記す。

D3

生駒直方の墓
所在：高巌禅寺
種類：墓塔
 （五輪塔）
建立年：元禄7
 （1694）
石材：笏谷石
高さ：114㎝
参拝：要許可

父直義の没後禄4,500石を受
け継ぐ。火消し役となり、元
禄7年没。直方の室は三代藩
主利常の側室であった五条
局で、慶安3年（1650）、命によ
り懐妊のまま直方に嫁し、同
年12月利常第8息女龍姫を出
産。

G3

室鳩巣の石柱
所在：長土塀一

番丁
種類：標石
建立年：不明
石材：笏谷石
高さ：92㎝
参拝：可

儒学者室鳩巣は五代藩主綱
紀に金沢へ招かれ、長町六番
丁に21年間居住した。仁王尊
の霊威にうたれ、堂宇入口
に石柱を立て｢此奥霊験仁王
在｣と彫り、標識とした。室鳩
巣は後に幕府の儒官、更に八
代将軍吉宗の侍講となる。

J2

橘勝国の墓
所在：久昌寺
種類：墓塔
 （唐破風付

建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：232㎝
参拝：要許可

墓塔の銘文は風化により判
読できない。加賀刀工の二代
陀羅尼家重の子で、寛文元年
（1661）、橘勝国と改名。刀には
威厳もあり三本杉の刃文を得

刀の双璧と讃えられた。勝国の
名は明治13年まで世襲された。

A6

開運燈籠
所在：崇禅寺
種類：燈籠
建立年：文久2
 （1862）
石材：青戸室、

赤戸室
高さ：460㎝
参拝：可

ねまり牛4頭が支える燈籠に
｢開運塔｣の文字を刻み、｢梅の
枝｣を陽刻。台座に綿津屋政右
衛門など寄進者223人の銘を
刻む。法華経７万字を一字一
石経とし埋納したと伝わる。
かつて本塔は浅野川を航行す
る船から眺められた。

D9

身替り地蔵尊
所在：放生寺
種類：石仏
建立年：天和２
 （1682）
石材：安山岩
高さ：125㎝
参拝：可

天和2年に当寺の住職が彫っ
たものという。加賀八家前田
土佐守が奉信していたが、息
女が天然痘になり、地蔵尊に
治癒を祈願したところ、地蔵
の顔が真黒に変化し、娘の身
替わりとなったという。

E2

生駒重信の墓
所在：高巌禅寺
種類：墓塔
 （板碑型）
建立年：享保4
 （1719）
石材：凝灰岩
高さ：114㎝
参拝：要許可

1654 ～ 1719。普請奉行、先筒
頭などを歴任。俳諧を好み
｢万子｣と号す。芭蕉に師事し
｢そこの花｣を編著する。墓塔
横に句碑「蓮の実の中はひそ
かに巻葉かな」がある。享年
66。

G3

川北家の墓所
所在：善照坊
種類：墓塔
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：38㎝
参拝：要許可

川北家五代目は僧善照坊に
付き従い北国に下り、僧とな
る。七代目の時、木町で木綿
を商い、幕末まで続けた。墓
は｢木綿屋｣の屋号を使用し
た時に建立。墓の石材は赤戸
室であったが、昭和48年上部
を残して改修。

J2

所在：久昌寺
種類：墓塔
 （方柱型）
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：193㎝
参拝：要許可

初代は美濃国関出身。二代目
は慶長10年（1605）、二代藩主
利長に招かれた。刃文の名工
として加賀新刀を確立し、
｢加賀正宗｣と称された。代表
作は元和７年（1621）の刀｢越
中守藤原高平｣（県指定文化
財）がある。

A6

地蔵堂
所在：崇禅寺
種類：石仏
建立年：慶応2
 （1866）
石材：凝灰岩
高さ：198㎝
参拝：可

藩政期から奉献された地蔵尊
など9体を納めた祠堂。中央に

配し、右奥には右手に真鍮製
錫丈、左手に宝珠を持つ地蔵
尊は庶民の崇拝を集めたとい
う。左奥の地蔵尊の向背頂部
に梵字があるが不鮮明。

D10

手水鉢
所在：金沢東別院
種類：手水鉢
建立年：嘉永5
 （1852）
石材：赤戸室
高さ：高さ61㎝
 幅304㎝
 奥行136㎝
参拝：可

市内の手水鉢では最大級のも
のである。右側面に｢嘉永五
子歳三月寄進｣｢戸室石切甚□
／越中屋与二石□／石屋太兵
衛｣の銘を刻む。3名の石工職
人等の名がある。長大な手水
鉢は幕末の金沢真宗教団の信
仰熱を物語るものであろう。

F8

一柳監物の遺髪塔
所在：高巌禅寺
種類：層塔
建立年：元禄10
 （1697）
石材：笏谷石
高さ：305㎝
参拝：要許可

1619～ 1697。伊予国西條藩主
（25,000石）、寛文5年（1665）罪
を得て改易、加賀藩お預けと
なる。五代藩主綱紀は扶持を
与え、優遇した。後に幕府へ
助命嘆願し、貞享3年（1686）
に許された。享年78。塔は三
つの笠と軸部からなる。

G3

千木野屋の墓
所在：善照坊
種類：墓石
 （方柱型）
建立年：嘉永7
 （1854）
石材：凝灰岩
高さ：128㎝　
参拝：要許可

商人の墓。藩政時代から北国
街道沿いの高岡町に広い屋
敷を構え、植木を商う。生業
は明治時代以降に変わった
が、真宗系寺院で藩政時代か
ら続く商人の墓は珍しい。

J2

浅香三郷の墓
所在：高巌禅寺
種類：墓塔
 （層塔）
建立年：寛永11
 （1634）
石材：笏谷石
高さ：212㎝
参拝：要許可

浅香家は紀伊国（和歌山県）
の出身。初代当主左馬助三郷
は蒲生氏郷に仕えた後、慶長
19年（1614）三代藩主利常に

つとめ、派手な装束を身につ
けたことで評判となった。墓
塔は六重の笠をもつ層塔。

G4

小塚秀正の墓
所在：浄住寺
種類：墓塔
 （五輪塔）
建立年：元和4
 （1618）
石材：赤戸室
高さ：218㎝
参拝：要許可

初代小塚家当主の淡路秀正
（9,000石）は藩祖利家の荒子
以来の家臣。二代藩主利長の
時に高岡へ従い、三代藩主利
常の大坂冬の陣に従い、夏の
陣の時には金沢城代を勤め
る。利家入城後城内に屋敷が
あったが、後に芳斉町に移転。

K1

四代藩主墓燈籠群
所在：尾山神社
種類：燈籠
 （御間型）
建立年：正保2
 （1645）
石材：青戸室
高さ：230㎝
参拝：可

もと天徳院前田家墓所の四
代藩主光高墓の参道にあっ
たが、昭和27年に墓地を野田
山に移設した際、2基を尾山
神社へ寄進したもので、摂社
金谷神社前にあり。他に天徳
院境内に17基移設されてい
る。

L8

鬼川延命地蔵尊
所在：養智院
種類：石仏
建立年：伝江戸初

期
石材：安山岩
高さ：120㎝
参拝：可

天正年間（1573 ～ 1591）大野
庄用水（鬼川）開削の際、土中
より発見された地蔵。この時
の改作奉行の富永佐太郎が
当院に寄進した。地蔵には大
同２年（807）と記されている
ことが寺に伝わる。

N5

松平康正の碑
所在：尾山神社
種類：石碑
建立年：明治24
 （1891）
石材：青戸室
高さ：200㎝
参拝：可

元治元年（1864）｢禁門の変｣
で、加賀藩尊王攘夷派は十三
代藩主斉泰の世子前田慶寧を
擁し上洛。長州藩が敗退した
ため同候は無断帰国し、その
責めを負い家老松平康正は近
江の海津にて切腹。明治維新
後、名誉回復されたため建立。

K8

義猫塚
所在：法船寺
種類：墓塔
 （笠付方

柱型）
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：161㎝
参拝：可

｢法船寺のねずみ退治｣とい
う昔話に関連する石塔。こ
の伝承は享保年間（1716 ～
1736）、法船寺に貰われた猫
と助っ人の猫が自らの命を

である。代々の住職が｢義猫
塚｣として手厚く弔った。

M3

六地蔵尊
所在：久昌寺
種類：石仏
建立年：元禄16
 （1703）
 ～宝永５
 （1708）
石材：赤戸室
高さ：200㎝～

223cm
参拝：可

山門をくぐり、左手に地蔵堂
あり。文化3年（1806年）浅野川
大洪水により埋まるまで堤防
上（現在の北安江町）にあって
刑場に向かう罪人を見守って
きたという。大正2年現在地に
移設される。本地蔵の石材は
珍しく赤戸室である。

A6

ねまり牛
所在：崇禅寺
種類：臥牛像
建立年：安政5
 （1858）
石材：凝灰岩
高さ：55㎝
参拝：要許可

安政5年7月の｢泣き一揆｣後、
藩主前田家と関わりが深い当
寺に天神様の使者とされる臥
牛像を寄進。像は見事な彫技
により立体感あふれ、台座正
面には梅鉢紋を中心に京三度
の綿津屋政右衛門のほか複数
の寄進者名を刻む。

D9

生駒直勝の墓
所在：高巌禅寺
種類：墓塔
 （五輪塔）
建立年：慶長19

（1614）
石材：凝灰岩
高さ：77㎝ 
参拝：要許可

生駒家開祖。直勝7歳の時、織
田信長に仕え、生駒姓を名乗
る。後に二代藩主利長に仕え
禄5,000石を賜る。三代藩主利
常の命で芳春院に侍し、慶長
19年江戸で没す。享年51。墓
塔は小祠堂中に直勝夫妻の
小振りの五輪塔を安置。

G3

青木芳斎の墓
所在：高巌禅寺

 宝篋印塔
建立年：寛永9
 （1632）
石材：笏谷石
高さ：100㎝
参拝：要許可

天正初期より幾多の武将に
仕え、大坂の両役では松平忠
直に従い功を立てる。後に剃
髪し阿房斉と称す。元和9年
（1623）三代藩主利常より禄
5,000石を賜り、晩年は芳斎と
号した。芳斉町名の由来とな
る。享年72。

G3

荒木家の墓所
所在：浄住寺
種類：墓塔
 （笠付方

柱型）
建立年：文政7
 （1824）
石材：赤戸室
高さ：236㎝
参拝：要許可

荒木家初代当主善太夫は、父
が摂津守村重といわれる。天
正19年（1591）藩祖利家から
千石を拝領、越中城端城主を
つとめ、武蔵八王子城攻めで
戦死。その後、弟が家督を継
ぎ、明治まで家系は続いた。
墓は文政期にまとめたもの。

K1

出世地蔵尊
所在：栄昌庵
種類：石仏
建立年：天明8
 （1788）
石材：凝灰岩
高さ：100㎝
参拝：可

寺第十九代眠岩が開祖大智報
恩のため創建、大正4年六斗林
から当地に移転。地蔵は天明8
年に信州で造られた。当初お
堂は小さかったが、平成19年
に通り面して祠堂を再建。｢出
世地蔵尊｣と命名。

I9

凡兆の墓
所在：養智院
種類：墓塔
 （宝珠型）
建立年：不明
石材：赤戸室
高さ：55㎝
参拝：要許可

金沢の生まれ。京都に上り医
者を志す。妻と同時に芭蕉に
入門。向井去来と共に編集し
た俳句選集｢猿蓑｣は有名で
ある。正徳4年（1714）没。墓地
内に句碑｢上ゆくと下来る雲
や秋の天｣がある。墓塔は五
輪塔の空風輪を再利用か。

N5

長家上屋敷の層塔
所在：尾山神社
種類：層塔
建立年：不明
石材：青戸室
 花崗岩
高さ：310㎝
参拝：可

藩政時代に加賀八家長家上
屋敷にあったとされる塔。明
治時代に屋敷廃絶以降に尾
山神社に移設されたといわ
れる。層塔は、奇数の笠が一
般的であるが、本塔は十二塔
である。

L8

富永家の墓所
所在：養智院
種類：墓塔
 （笠付方

柱型）
建立年：慶長年間
 （1596～

1615）
石材：赤戸室
高さ：133㎝
参拝：要許可

富永家はもと小田原北条家の
家臣といわれ、初代当主は二
代藩主利長に禄2,000石で仕
えた。当家は鬼と因縁深く、
代々鬼を祀った。天正年間に
富永佐太郎が大野庄用水開削
の任にあたり、この用水を“鬼
川”と称したと伝わる。

N5

今枝仁王尊
所在：長土塀一

番丁
種類：石仏
建立年：江戸前期
石材：花崗岩
高さ：155㎝
参拝：可

吽形金剛力士立像。今枝家二
代直恒が養子として来仕す
る際、実家の日置累代の仁王
像の内一体を守護仏として
附与せられた。高岡町の上屋
敷内に堂宇を建立し、その
後長土塀の下屋敷に移し、日
を定めて一般に開放した。

J2

義賢名号塔
所在：法船寺
種類：名号塔
建立年：天保14
 （1843）
石材：花崗岩
高さ：245㎝
参拝：可

山門の左手に石垣積みの基礎
上に名号塔が建つ。正面は方
形枠に一段彫り下げ、リズ
ミカルな書風の｢南無阿弥陀
佛｣と花押を刻む。江戸後期に
活躍した捨世派僧の念仏行者
｢義賢｣の揮毫。義賢は貴賤を
問わず信仰を集めた。享年54。

M3

金沢城 西側 エリア
№ 名　　　称 所 在

1 御神燈 安江住吉神社
B1

2 橘勝国の墓
久昌寺
A6

4 六地蔵尊

5 常夜燈 恵光寺
C8

6 開運燈籠
崇禅寺
D97 地蔵堂

8 ねまり牛

9 石祠 平岡野神社
D3

放生寺
E2

金沢東別院
F8

高巌禅寺
G3

栄昌庵
Ⅰ9

尾山神社
L8

長土塀
J2

善照坊
J2

浄住寺
K1

養智院
N5

法船寺
M3

❖墓所は故人が永遠の眠りについている場所です。静かに参拝しましょう。
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金沢西別院

金沢東別院

栄昌庵

尾山神社

香林坊

放生寺
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今枝仁王尊
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法船寺

養智院
園
公
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金

沢城西側エリアは城下町の中心部であり、その周辺
に寺院が分布する。ここでは32点の石造物を紹介する

が、墓塔類が最も多く、次いで石仏・燈籠類がある。
塔には武家、職人、文芸関係など多様な人物が寺院に
埋葬されている。武家では千石を超える上級階層の⑫

～⑭生駒家、⑯青木家、⑰浅香家、㉖荒木家、㉗小塚家、㉚富永

家がある。
　また、珍しいものとして改易された伊予西条藩主一柳監物の

ある。いずれも加賀藩を代表する刀工であり、現在も日本美術
刀剣保存協会によって手厚く供養されている。文芸関係では芭
蕉の弟子として活躍した⑭生駒重信と㉘凡兆らがある。

仏には、長町にある㉒今枝仁王尊を挙げておく。表紙に
掲載したが、その威風堂々とした姿態は見るものを圧

倒する。さらに、江戸幕府将軍の侍講にまで出世した儒学者室
鳩巣の㉓石碑と併せて貴重である。燈籠では崇禅寺の⑥開運燈
籠を挙げておきたい。城下には数多くの燈籠が建立されている
が、これほど装飾に優れた燈籠はない。

心市街地は犀川と浅野川によって形成さ
れた標高約50～ 60ｍの平坦な小立野

台地と一段低い標高約10～ 20ｍの段丘面に   
立地している。このような地形からうまれた坂道
や長い階段に、細い路地、そして段丘崖に生
育する｢緑の屏風｣で四季折々の変化に富んだ
散策を楽しむことができる。
　金沢には城を囲むように卯辰山山麓寺院群・
小立野寺院群・寺町寺院群の三つの寺院群
がある。当該地区南東部の小立野台周辺には
藩主前田家や加賀八家など重臣たちの曹洞宗
系の菩提寺が集まる小立野寺院群がある。北
西部には寺院群のまとまりはないが本願寺末寺
を核とする浄土真宗系などの寺院が散在する。
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吉田長淑の墓碑
（棟岳寺）

横向き地蔵（真行寺）

俳句扁額（椿原天満宮）

開運灯籠（崇禅寺）

今枝仁王尊

中

書は金沢城・兼六園及び寺町・卯辰
山麓地区を除く中心市街地内にある石

造物の中から藩政期に由来する76点を選択して
紹介したものである。石造物の配列は金沢城を
境に東側と西側に分けて掲載している。寺社の
境内や墓地、路傍に残されている石塔・燈籠・
墓碑・地蔵などの石造物から金沢の歴史と文
化を学習する一助になれば幸いである。

本
本書は、平成26年度協働のまちづくりチャレンジ事業として

金沢文化財ボランティアうめばちの会が金沢市から委託を受けて市と協働で作成したものである。

金 石

墓
＊文中の番号は石造物の登録番号に一致
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